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ノコギリヒラタムシ 
 

 

分類  鞘翅目ホソヒラタムシ科 

 

学名 Oryzaephilis surinamensis 

 

英名 Saw-toothed grain beetle 

 

■解説 2）3）5） 

本種の成虫は、前胸背板の両側縁に鋸のような歯状突起を持つのが特徴であり、これが名前

の由来となっている。食性が広く、貯蔵穀物、穀粉の他に菓子、乾燥果実等の加工食品などを

加害する。本種は、齧る力が弱いことから健全な穀粒を加害することができず、メイガ類など

の他の害虫に加害された後に生じる穀粉を食餌とする。乾燥や低温に対する抵抗力が強く、冬

でも温度が高ければ、休眠せずに活動する。 

本種は、飛翔能力を有するが、めったに飛ぶことはない。 

 

■体長 ■産卵数４） 

卵  ：0.77±0.04×0.24±0.01mm１) 産卵数/生涯：＜370 卵 

幼虫：4～5mm（4 齢）２) 産卵数/１日： 6～10 卵 

蛹  ：体長 2mm 前後３)  

成虫：2.5～3.5mm３)  

  

■ライフサイクル ■発育零点（発育停止温度） 

卵～成虫：20～80 日（18℃～37℃）４) 21℃ 

成虫：＞6 ヶ月５）  
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